
王寺町デジタル人材育成事業

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 2,000 千円

交付金額 1,500 千円

事業番号 ①

当町は、奈良県の北西部に位置し、大阪市内への利便性も高く、県
外就業率が、県内2位となっている。このエリアの拠点となる王寺駅

は、ターミナル駅である。駅前には多くの事業者が集積し、その主な
事業者は第３次産業で全体の９０％を占めている。この第３次産業事
業者には、中小企業、小規模事業者（IT化の遅れ・IT人材不足）が多
く、事業推進に必要な人材が不足している状況である。特にIT等の技
術習得が必要な事業所も多い。

王寺駅前には中小事業者が集積しているが、その規模ゆえ、IT技術

を持つ人材の不足が課題である。これを解消するため、デジタル人
材の発掘・育成・活躍の場の創出する。この事業は、商工会等と連携
して中小の事業者への就職や派遣等を行い、地域内で仕事を循環
できる環境づくりを目的に考えている。

王寺駅は、奈良県の西和地域の拠点となるターミナル駅で、この駅
前には、デジタル田園都市構想事業で地方銀行跡地にテレワークオ
フィス（テレワークオフィス、ITプログラミン教室、事業者交流会等）を

開設した。利便性が高く、周辺には、学童、一時託児、小規模保育園
等もあり、子育て世代の母親が、働くきっかけと働きやすい環境にあ
る。ここを拠点に、デジタル人材の発掘と育成を進め、駅前に集積す
る中小事業者（IT化の遅れている事業者）と連携しながら事業の活性

化、地域経済の発展を目指すともに女性の就業・起業の機会と活躍
の場を増やしていきたい。

奈良労働局、王寺町商工会と連携し、就業や起業の支援

１５名募集のところ３９名の応募があり、ニーズが高いことが証明され
た。うち１名の就職につながった。

受講者のPCスキルには差があったので、令和６年度は初級、中級の

クラス分けを行う。実際の就業、起業につながるよう、就職希望者に
は、令和５年度も実施したビジネスマッチングの引続きの実施や、令
和６年度は、奈良労働局と連携した職業体験等を実施していく。



事業の概要

ビジネスの現場で役立つITスキルを身につける講座 PCやインターネットに関する一般知識か
ら情報モラル、セキュリティ、コミュニケーションツールの活用方法を学んだのち、各受講生
の興味や関心、既存のスキルを活かした個別対応カリキュラムにより収入を得るためのサービ
ス設計を行い、スキルアップを図る。オンラインによる学び直しが可能。就業・起業に向けて
企業とのマッチングに繋げていくことを最終的な目標とする。
▶令和５年９月２日～令和６年２月３日の間に２０回開催 定員１５名 応募３９名 
 選考基準 再就職を希望されている２５才から４４才を重視

カリキュラム
第１回～３回 Word,Excel
第４回～６回 関数
第７回 Excelでの資料作成
第８回 グラフ作成
第９回 データ集計
第１０回 前半まとめ 本格的なデータシート作成
第１１回 メールについて
第１２回～１６回 Excel VBA
第１７回 Google検索とAI
第１８回～１９回 PowerPoint
第２０回 企業との就業・起業にむけたビジネスマッチング
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